（各課様式１）

予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　現代陶芸美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　      ６１，７４２千円（前年度予算額：３９，０００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	39,000
	0
	0
	4,888
	0
	0
	2,582
	0
	31,530

	要求額
	61,742
	0
	0
	16,810
	0
	0
	6,740
	0
	38,192

	決定額
	61,742
	1,250
	0
	16,810
	0
	0
	6,740
	0
	36,942


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜県現代陶芸美術館の収蔵品等を多角的視点から展示

・国内外からの借用作品による多彩なテーマの企画展示
（２）事業内容

　　〇企画展開催事業費
1 「デンマーク・デザイン」展 [企画展]

平成30年4月21日(土）～6月17日（日）：51日間

2 「驚異の超絶技巧！　明治工芸から現代アートへ」 [企画展]

　　　　　　　平成30年6月30日(土）～8月26日(日）：50日間

3 「没後50年　加藤土師萌展」(仮称) [企画展] 

平成30年9月8日(土）～11月4日(日）：50日間

＊ギャラリーIIにも展示
④「フィンランド陶芸展」(仮称) [企画展]

平成30年11月17日(土)～平成31年2月24日(日)：80日間

＊「マリメッコ・スピリット」展と合同の展覧会

　　　
　　　

〇常設展開催事業費
1 「コレクション×キュレーター」展 [常設展]＊前年度から継続

平成30年2月10日(土）～4月8日(日）：平成30年度分7日間

2 「コレクション名品展」(仮称) [常設展]

平成30年4月14日(土）～7月16日（火・休）

3 「北欧の陶芸」(仮称) [常設展]

　　　　　　　平成30年4月14日(土）～7月16日（火・休）

4 　明治150年記念「明治以降の美濃陶芸」展（仮称）

平成30年4月14日(土）～7月16日（火・休）
5 「コレクション展」(仮称) [常設展]

平成31年3月9日(土)～5月初旬

6 明治150年記念「明治生まれの美濃の陶芸家」展（仮称）

　　　　　　　平成31年3月9日(土)～5月初旬

〇準備調査費

　　　平成30年度以降の企画展の準備、調査
（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	1,519
	臨時監視員賃金及び共済費、講師謝金

	旅費
	1,042
	職員旅費、講師費用弁償

	需用費
	5,405
	展示用消耗品、封筒等印刷

	役務費
	1,674
	通信運搬費

	委託料
	18,992
	展示等業務務委託料

	使用料
	100
	会場借上料

	負担金
	33,010
	巡回展負担金

	合計
	61,742
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　企画展では、岐阜県に関わりが深く日本近代陶芸史において重要な作家、加藤土師萌を取り上げる。また、世界が注目する北欧のデザインの中から、デンマークの陶磁器、家具等のデザインを網羅的に紹介するとともに、フィンランドの陶磁器と、フィンランドのテキスタイル・メーカーのマリメッコを紹介する。
さらに、ポピュラーな超絶技巧の、陶芸を含む工芸の展覧会を開催することによって、幅広い視点から陶芸を紹介する。

常設展では、当館の優れたコレクションの名品展をはじめ、企画展に連動した、北欧の陶芸の展覧会や、郷土の作家を重視した展覧会等を計画し、当館の基本方針に基づきながら多角的で魅力的な展示事業を展開する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	17,451
（H26）
	46,248
（H27）
	33,373
（H28）
	31,387
（H30）
	106.3％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）常設展（所蔵品に基づく展覧会）

　ア「明治やきもの街道」前年度～平成29年4月16日

イ「コレクション×クロニクル

―制作年からみる岐阜県現代陶芸美術館コレクション」

平成29年4月18日～6月18日

ウ「「国際陶磁器フェスティバル美濃」の歩み」

平成29年4月25日～7月2日

エ「お茶の時間」

平成29年11月11日～平成30年3月25日

　オ「コレクション×キュレーター」

　　　　平成30年2月10日～4月8日

（２）企画展

　ア「伊万里染付の美」前年度～平成29年4月9日(日)

イ「明治有田　超絶の美」平成29年7月1日（土）～8月27日（日）

　ウ「大地のこどもたち2017」平成29年8月5日（土）～8月27日（日）

　エ「浦上父子コレクション展　引き継がれるコレクター魂」

平成29年9月9日（土）～10月22日（日）

　オ「1964　証言―現代国際陶芸展の衝撃」

平成29年11月3日（金・祝）～平成30年1月28日（日）



（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　常設展では、まず、当館のコレクションの数々の名品を制作年という視点から紹介する展覧会（イ）を開催した。また、国際陶磁器フェスティバルに合わせた受賞作品展（ウ）も実施できた。さらに、陶磁器を日常の実用の観点から紹介する展覧会（エ）や、コレクションについて各学芸員のお薦めという観点から紹介する展覧会（オ）を開催する。（イ）（オ）はこれまでにあまりなかった試みである。

　　企画展では、まず、ポピュラーな超絶技巧の陶磁器を紹介した（イ）。次いで、国際陶磁器フェスティバルに合わせて、陶磁器と浮世絵による大規模な展覧会（ウ）を開催する。さらに、日本現代陶芸史の重要時期を見直す展覧会（エ）も開催する。

　　これらの成果は、当館の展示事業の基本方針である、近現代の国内外の陶芸史の検証、産業陶磁器の紹介と産業振興に該当するとともに、現代陶芸という枠を越えて古陶磁や絵画等も展示することによって、展示事業を拡張していくものである。今後も、このような方針に沿って展示事業を行う予定である。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　〇

	近現代の国内外の優れた陶芸文化を紹介する展示事業は、子どもや若い世代の感性を育てる教育的事業であるとともに、美術ファンを含む県民のニーズに対応する文化事業として重要である。また、陶芸という地元産業と連動し、その活性化に資する点で必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇

	平成14年の開館以来、多様な展示活動に務めることによって、世界の優れた陶芸を身近に鑑賞できる施設として認知されてきた。また、地域に根差した展示活動についても評価されている。平成29年度は、陶芸専門館としてクラシックな陶芸の展覧会と、現代陶芸の枠を越えた展示などから、県民の多様な好みに対応することができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	所蔵品を生かすと同時に、新規事業の魅力発信事業を企画展と連動させるなどして、展覧会の多角的な展開を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
平成２９年度の常設展（所蔵品に基づく展覧会）では、郷土関係作家の紹介がやや不足した。今後は、当館の基本方針と新しい試みのバランスをよく考えて、展示事業を展開していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

当館は基本的には、国内外の様々な優れた陶芸作品が見られると同時に、地域に密着した展示を望む、といった県民のニーズに答えようと努力してきた。その上で近年は、陶芸を隣接ジャンルと関連づけたり、陶芸の領域を越える広い視野から展示活動を行ってほしい、といった声にも応えようと試みている。

今後も当館の展示活動の基本方針に基づきながら、より斬新な視点で県民の要望に応えるべく、創意工夫を行っていく。

作家や作品、所蔵家に対する情報を常に集める努力をしながら、展示と収集に向けて積極的に取り組む。


